
この１カ月半、連日、職員から区政の現状や課
題について、説明や相談を受けています。皆さん
と議論をしたうえで、 一定の考えをまとめた主な
ものについて申し上げます。
●大江戸線延伸の推進

大江戸線の延伸については、これまで、 私も
一区民として実現を心待ちにする一人でした。
今区長になって、区民の皆様の期待を背負いな
がら、先頭に立って事業を進める立場となりまし
た。 重責に身が引き締まる思いですが、期待に
添えるよう力を尽くしていきます。

昨年都は、大江戸線の延伸について、事業化
に向けた検討結果を公表しました。今後、事業計
画案の作成や国との協議を行うなど、実現に向け
て更に重要な段階に入っていきます。こうした都
の取組に全面的に協力するとともに、延伸地域の
まちづくりの推進、 大江戸線延伸推進基金の計
画的な積み増しなど、地元自治体としての責任を
果たします。これまで以上に、より積極的に進めて
いく決意です。

●美術館・貫井図書館の再整備
私は、文化芸術は区民が生活していくうえで、

とても大切なものだと考えています。しかし、
様々な行政ニーズがあるなかで、 美術館・貫井
図書館の改築に見込まれる経費はあまりにも高額
過ぎるため、白紙に戻します。現在の建物を有効
に活用することを基本とします。一方で、設備の
老朽化が進むなど、多くの課題があります。バリ
アフリー対応も不十分です。そのため、改めて区
民の皆様の声を伺いながら、課題への対応を検
討するとともに、中村橋駅周辺のまちづくりを進
めていきます。
●稲荷山公園の整備

練馬区の魅力は、公園や農地など豊かなみどり
に恵まれている環境です。

稲荷山公園では、自生するカタクリなど、貴重
な自然を残し、豊かにしていく取組が必要です。
しかし、整備計画に対する地域の理解は未だ十分
に得られていないと感じています。そこで計画に
ついては一旦立ち止まり、再検討するよう指示し
ました。区域内には、土砂災害が発生する恐れが
ある地域も存在しています。みどりの保全と課題
の解決に向けて、地域の皆様のご意見を伺いな

がら、公園整備のあり方や今後の進め方を検討し
ていきます。
●都市農業の振興と都市農地の保全

区民生活に豊かさをもたらす練馬の農は、私た
ちのまちのかけがえのない財産であり、何として
も守っていかなければなりません。農業者への支
援に取り組むとともに、区民が農にふれあう機会
を増やします。 現在、ＪＡ東京あおばの職員の
方々と区の職員が農業者の全戸訪問を実施し、ご
意見を伺っているところです。ＪＡ東京あおばや農
業者と力を合わせて、都市農業の振興と都市農
地の保全に全力で取り組んでいきます。
●保育所・学童クラブの待機児童対策

子どもたちが伸び伸びと健やかに成長してい
く、保護者が安心して子育てができる、そういう
社会にしていきたいと考えています。

この４月、６年ぶりに保育所の待機児童が21人
生じました。昨年９月からの第一子保育料の無償
化などが理由の１つです。この解消に向け、保育
サービス拡充の検討を早急に進めます。

４月に区立小学校２校で「ねりっこクラブ」を開
設し、実施校は64校となりました。あわせて、区
独自の待機児童対策「ねりっこプラス」を41校で
実施しました。待機児童は52人生じてしまいまし
たが、小学１年生の待機児童はゼロになりました。

学童クラブは、児童の成長とともに利用ニーズ
が変化します。そこで今年度、実態調査を行い、
ニーズに応じた放課後の居場所づくりを進めます。
●区立小中学校給食単価の増額・
修学旅行費の無償化
学校給食は、 子どもたちの健やかな成長を支

え、食への理解を深める「生きた教材」です。私
自身、給食について誤解していた部分がありまし
た。区はこれまで、食材価格の上昇に対しても機
動的に対応し、質の高い給食を着実に提供してき
たことを知りました。この取組を充実し、23区トッ
プの学校給食を目指します。都市農地に恵まれた
特性を生かし、新鮮な区内産農産物を一層活用
していきます。

子育てに関する保護者の経済的負担を軽減す
るため、ご家庭にとって負担感の大きい修学旅行
費の無償化に向けた検討を進めていきます。
●福祉人材の確保・事業所支援

働き手の確保はどの業界でも大変です。 高齢
化が進むなか、 介護や福祉の分野における人材
確保はますます重要となっていきます。

介護事業所や障害福祉サービス事業所の方々
から、「職員の確保が難しい」「書類が多く、事務
作業の負担が重い」といった声を数多く伺ってい
ます。

介護や福祉の現場においては、そこで働く人こ
そがサービスの中核です。 介護・福祉人材の確
保や事務作業の負担軽減などに向けて何ができる
か、事業者の皆様と意見を交わしながら、支援策
を検討していきます。
●区民の声が原動力

区民の声は、私の原動力です。
第一歩として、新たに、みどりの区民活動会議

を立ち上げます。 未来に向けて、練馬区の貴重
な財産である豊かなみどりをどのように守り育ん
でいくのか。 幅広い区民の声をしっかりと聴いて
いきたいと考えています。憩いの森等の自主管理
団体やみどりを大切に思う区民にご参加いただく
予定です。そのご意見を活かして、練馬のみどり
への共感と愛着を深めていただけるよう、取り組
んでいきます。

日頃から区民に接している職員や委託事業者な

ど現場の声も聴きたいと思っています。
就任直後に、北庁舎を含む練馬庁舎の執務フ

ロアをすべて回りました。職員の説明を聞きなが
ら歩いて回り、改めて、区の仕事は本当に多岐に
わたっているということを知ることができました。
また、丁寧に業務にあたられている警備や清掃の
方々、次々と寄せられる区民からの問合せにテキ
パキと対応する代表電話コールセンターの皆さん
の姿を拝見し、こうした方々に区役所が支えられ
ていることを実感しました。

区民事務所、福祉事務所、児童館、図書館に
も伺いました。先日は、清掃車に乗って職員の指
導を受けながら、ごみの収集・運搬、清掃工場へ
の搬入業務を手伝わせていただきました。この
間、目にしてきたのは、それぞれの持ち場で区民
のために懸命に働く職員の姿です。

区民サービスに携わる方、一人一人が前向きに
仕事に取り組める環境をつくることが区政全体の
力を高めると、強く感じました。今後も、区役所
に閉じこもることなく、 出先施設などに足を運
び、自らの目で区政の現場の空気を感じ取りたい
と考えています。　

これからも区民の声にしっかりと耳を傾け、 職
員の皆さんと意見を交わしながら、 政策をバー
ジョンアップさせていきたい。そう思っています。

「新しい区政」を進めるにあたり、練馬区の望
ましい未来の姿を、区民の皆様とともに創ってい
きたいと考えています。今年度から検討を始め、
独立80周年にあたる来年度、新しい時代の練馬
の姿を描きたいと思っています。そのうえで新た
な総合計画を策定します。総合計画ができ上がる
までの取組については、当面の事業計画を取りま
とめていきます。

AIをはじめとした技術の進化、いつ起こるか
わからない自然災害で、先の読めない時代。そ
して多様性の時代において、教育も、職業や働
き方も、家庭環境や人間関係も、そして人々の
価値観も急速に、大きく変化しています。

こうした難しい時代にあって、区長として皆
様の期待に応えるには、区民の皆様から寄せら
れる様々なご意見や課題に幅広く耳を傾け、安
全・安心の確保、緊急性・重要度の高い案件を
最優先に取り組まなければなりません。私は、
歴代の区長や区議会の皆様、職員の皆さんが築
きあげてこられた基盤の上に、すべての区民が
安心して穏やかに暮らせるまち練馬を創ってい
きたい。 豊かなみどりに囲まれた静かな環境
と、地域の賑わいを共存させていきたい。その
実現に向け、全力を尽くしていきます。

「区民とともに創り上げる新しい区政　新時
代練馬」のスタートです。区議会の皆様、区民
の皆様のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 稲荷山公園に自生するカタクリの群生

都とともに大江戸線延伸を積極的に進めます

ごみの収集・運搬業務を手伝う吉田区長
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